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そして、春が来た
And, Spring is Come (PHOTOGRAPH) 
藤原 等
Hitoshi FuJIWARA 
もう、それは、近くて遠い、そしてやっぱり遠い、昔日のような気がする。
平成14年1月
January, 2002 
ある時期、「北方詩人」という詩誌の編集者や、「GoOn ！」 という詩誌を主宰していたり、
「北海道詩人協会」の会員として札幌市民会館大ホールで自作詩の朗読をしていたこ ともあ
る。「詩人会議jの会員として、また「北海道詩人会議」ゃ 「札幌詩人会議」を仲間と共に起こ
したこともある。酪農学園大学総合雑誌「ぷらずまjの創刊人でもあるが、ついに詩人にはな
りえなかったようである。“すすきの”のビルの裏庭で詩人の江原光太さんに古いパチンコ台の
クギ抜き技術の教示や印刷物の校正のやり方の教示を受けていたのも、 この頃である。
リコーフレックスというこ眼レフカメ ラを買ってもらった （修学旅行に行かないで、 その費
用プラスアルファで）。その前は単主の、今は、名前も忘れてしまったおもちゃのよ うなカメ
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ラを使っていたのが小学4年のことである。
中学生になったころ、リコーフレックスで近所の小学校新入学児の記念写真やご近所様の家
族記念写真、結婚式の写真も撮影し、自分で現像、引伸ばしもやって、台紙に納め、小遣銭を
稼いでいたのである。
高校生になってからは、後志地方の文学の研究をされていた、特に有島武郎の研究で有名な
高山亮二先生に同行し、文学碑の写真や、小林多喜二のお姉さん宅（ボクの出生地、小樽の朝
里）を訪ねて、多喜二のデスマスクの写真も撮らせて戴いた。倶知安町の公民館や母校道立倶
知安高校の職員室前の廊下などで個展を何回も聞いた。作品を画家の小川原さんや北海道新聞
の学芸部長竹岡さんにも見ていただいた。倶知安町の写真材料店の暗室作業（DPE）も手伝っ
ていた。大人のなかに、高校生が一人、女性モテ守ル撮影会で、女の写真を撮った。この時の作品
が東京のある雑誌の2等賞になって、プロの写真家になることを決意した。
夢破れて、北海道に戻り再び大学生になってから、本学の人間福祉学部教授三谷鉄夫先生
（北i毎道大学時代）の結婚式の写真も撮影させて戴いた（アルバイ ト料をいただいた）。 これも
リコーフレックスであった。酪農学園大学の大学案内の写真も撮った。 牛の写真はなかなか難
しいものであった。この二眼レフは、よく写るカメラで印象に残っている。
30歳の時、大雪山縦貫道路問題に出あって、道路予定lレー トを山の仲間たちと何回も現地踏
査をした。スーパー林道による自然破壊から大雪山を守るために「大雪の自然を守る会（現在
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の大雪と石狩の自然を守る会）」を仲間たちと作った。主要都市をめぐる巡回展方式の写真展
の第1回目のテーマが、この大雪山縦貫道路予定ルート踏査であった。オリンパスMlとズイ
コーレンズ群がボクの身体の一部になっていた。特に、 24mmF2というレンズには随分と助
けられた。朝日新聞、 読売新聞、毎日新聞、北海道新聞、北海タイムス、 NHKTV、HBCTV、
STVTVには大変お世話になった。宣伝力のないボクをよく取り上げてくれて、あらためて感
謝している。
金もないのに、以来、毎年lテーマのドキュメンタリー写真による巡回展をやって妻子を怒
らせた。この頃、日本リアリズム写真集団の会員であったが、やめた。 39歳、第10回展をやっ
て、浅間信一写真賞をもらったが、息が抜けた。というよりも、身体が動かなくなってきた。
第2回展の会場の一つが旭川の買物公園にあった「旭川画廊」であった。この画廊で、木面
彫刻の砂津ビッキさんに出あった。その後、砂津さんが旭川医大で入院手術された時に、長女
と妻とボクの3人でお見舞いに行った。国立旭川工業高等専門学校の内庭に砂津さんの大作が
納まった時、在学中の次女は飛ぴ、上がって喜んだ。正面玄関前での砂津さんと次女の写った写
真を見て、今年、あらためて泣いた。大泣きに泣いたが同時に怒りがこみあげてきた。余計、
ギックリ腰が痛んだ。旭川医大でお目にかかったのが砂津さんとの最後であった。お別れの会
には、長女、次女、 妻をわが家から音威子府に向かわせた。長女や次女は、江原光太さんとボ
クの関係については、まだこの時には、知らなかったはずで、ある。そして、阿部典英先生が、
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この会にいらっ しゃったことは、記名帳で知っていたが、後日、 本学で阿部先生に、このよう
な形でお世話になるとは、この時点でまったく想像もしていなかったことである。
そして、春が来た。 2001年、ボクは、 12年ぶり に砂津さんに、3度出会うことになった。札
幌芸術の森での作品展と旭川市民文化会館での作品展、そして、支妨湖の古びた民芸品店で、
宮の森時代の砂津さんの木工芸品と「愛してる」という絵はがきに出あったのである。
ある時、 春光台の自宅に、砂津さんの母違いの弟さんである、もう一人の砂還さんが現れ、
「藤原さん、何とか、兄に、酒をやめるよう に言ってく れないかJ、「ポリタンクからチューブ
で酒を吸っているんで、身体が持たないから」と。ボクには、ピッキさんという砂津さんに
は、 ついに、そういうことは言えなかった。ボクには言える力がなかったからだ。彼は、既に
巨人であったから。
こう して、とう とう写真家にもなりえなかった男であるが、連綿と青春をヲ｜っ張り、今日が
ある。小川原さんと竹岡さん、高山先生、三谷先生、砂i畢さん、江原さん、阿部先生のお名前
を出すまいと思ったのだが、七氏にはご迷惑をおかけすることになってしまったO ご容赦をお
原互いしたい。
2001年2月中旬から、23年ぶり に、最北の不凍湖“支第湖”は全面結氷した。
「そして、春が来た」の物語は、氷がようやく ゆるみはじめた早春の支坊湖からスター ト さ
せよ うと思った。そこには、も う一人の、ボクの実存があるからだ。未だに、このボクという
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人聞がわけのわからない存在で、何が、何だか、わからない存在で、ここにあることだけは確
実になってきたからである。果たして、「そして、春が来たjの物語には続編があるのだろう
か。もう、 200本を越えるフィルムの山があるというのに……。
使用機材
1.キャノンEOS3. キャノンEF17mm-35mm F2.8ズ、ーム
2. フジGA645WProf，巴ssional. フジノン45mm F4. 
3. ペンタックス645N. SMCベンタックスFA645スーム 45mm-85mm F4. 5、 SMCベ
ンタックスFA645 35mmAL F3. 5 
撮影地 （作品順ではない）
1.支拐湖
2.恵庭渓谷
3.道民の森（青山ダム地区）
4.当別川上流
